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Enterprise Edition の

このドキュメントでは、あるコンピューターからへCDP サーバー（Enterprise

Edition）を／するについてします。

CDP サーバーには、の2つのがまれています：

いコンピューター： のCDP サーバーがインストールされているマシン

しいコンピューター： CDP サーバーのとなるマシン

なぜこのがなのか？

CDP サーバーをするはきく2つえられます。

のコンピューターがハードウェアにがあるため、できなくなりました。

バックアップ／リストアのに、すべてのタスクをかつにするためのがではないことがらかになりました。ただし、のコンピューターをさらにアップグレードすることはできません。

Enterprise Edition インストールをしいコンピュータに／するには、 のにってください。

メモ

のにするしいコンピューターがされていることをとします。

[CDP Enterprise Edition for Windows システム]、[CDP Enterprise Edition for Linux

システム]

ステップ 1： しいCDP Enterprise Edition Server のインストール

ステップ 2： CDP サーバーサービスのシャットダウン

ステップ 3： しいコンピューターから"log"、"config"、および "data" をする

ステップ 4： いコンピューターからの"log"、"config"、および"data"

フォルダをコピーする
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ステップ 5： しいコンピューターでCDP サーバーをする

ステップ 6： ライセンスキーの

ステップ 7： Disk Safe のコピー

ステップ 8： しいコンピューターでCDP サーバーをする

ステップ 1： しいCDP Enterprise Edition Server のインストール

はじめに、しいCDP Enterprise Edition Server

をしいコンピューターにインストールします。をしてください。

[Windows システムへの Enterprise Edition のインストール]

[Linux システムへの Enterprise Edition のインストール]

ステップ 2： CDP サーバーサービスのシャットダウン

しいコンピューターでCDP サーバーをします。

Linux インストール

CDP サーバーがLinux にインストールされている、のコマンドをしてターミナルでLinux CDP

サーバーをすることができます。

 

 "cdpserver stopped" メッセージがされます。

Windows インストール

CDP サーバーがWindows にインストールされている、"Services" ユーティリティでWindows

CDP サーバーをすることができます。のステップをします。

 /etc/init.d/cdp-server stop
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1. Windows の"Start" ボタンをクリックし、プログラムの"Run" をします。"Run"

ウィンドウがきます。

" " コマンドをし、［OK］ボタンをクリックします。services.msc

2. "Services" ウィンドウがきます。

3.  "R1Soft CDP Server"

サービスをべておきます。それをクリックして、ドロップダウンメニューから"Stop"

をします。サービスがされます。
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ステップ 3： しいコンピューターから"log"、"config"、および "data" をする

のは、 でわなければなりません。しいコンピューター

Linux インストール

1. Linux コンピューターでプログラムをします。CDP

サーバーのへし、のコマンドをしてすべてのファイル・フォルダをします。

cd /usr/sbin/r1soft
ls -al
 

cd /usr/sbin/r1soft
ls -al
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2.  コマンドで 、 、および  フォルダをします。rm log config data

rm -r /usr/sbin/r1soft/data/
rm -r /usr/sbin/r1soft/conf/
rm -r /usr/sbin/r1soft/log/
 

メモ

rm -r

コマンドのにはしてください。ディレクトリのちいがあった、このコマンドはせずにすべてのコンテンツをします。については、

 （リンク）をしてください。Using rmdir and rm commands

Windows インストール

1. Windows Explorer プログラム（えば、"Start"  "Run"  %windir%\explorer.exe

をクリックします） あるいはのファイルブラウザーをいて、C:\Program Files\R1Soft

CDP Server Enterprise

ディレクトリにします（これはデフォルトのパスです；このでは、CDP サーバーが D:

ドライブにあります）。

rm -r /usr/sbin/r1soft/data/
rm -r /usr/sbin/r1soft/conf/
rm -r /usr/sbin/r1soft/log/
 

http://www.thegeekstuff.com/2009/06/how-to-linux-delete-directory-using-rmdir-rm-command/
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2. 、 、および  フォルダをして、conf data log

します。そのために、これらのフォルダをクリックし、したコンテキストメニューで"Delete"

をします。すると、フォルダがえてしまいます。
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ステップ 4： いコンピューターからの"log"、"config"、および"data" フォルダをコピーする

このステップでは、"log"、"config"、および "data" フォルダを タからいコンピュー しいもの

へコピーします。

Linux インストール

1. しいコンピューターにされる SSH デーモンがあるは、 "log"、"config"、および "data"

フォルダをコピーするために  コマンドをできます。scp

scp -r /path/to/folder/ user@targethost:/target/path/
 

このコマンドの：

/path/to/folder/： コピーされているフォルダへのいコンピューターのパスです。"data"

フォルダの、このパスはデフォルトで  となります。/usr/sbin/r1soft/data/

user： 「きみ」のをもっているしいコンピューターからのユーザーです。

targethost： しいコンピューターの IP アドレスです。

/target/path/： フォルダへのしいコンピューターのパスです。デフォルトのパスは 

scp -r /path/to/folder/ user@targethost:/target/path/
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 となります。/usr/sbin/r1soft/

2. このコマンドをにし、のをするために "yes" をします。に、ユーザーパスワードをします。

コピーされたフォルダはしいコンピューターでつけることができます。

メモ

このステップはできないところがあれば、ずこのページをおみください： Remote

 （リンク）file copy program

Windows インストール

1. Windows Explorer プログラム（えば、"Start" "Run" %windir%\explorer.exe

をクリックします） あるいはのファイルブラウザーをいて、C:\Program Files\R1Soft

CDP Server Enterprise

ディレクトリにします（これはデフォルトのパスです；このでは、CDP サーバーが D:

ドライブにあります）。

http://linux.about.com/od/commands/l/blcmdl1_scp.htm
http://linux.about.com/od/commands/l/blcmdl1_scp.htm
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2. "log"、"config"、および "data" フォルダをし、コピー

します。そのために、フォルダをクリックし、したコンテキストメニューで "Copy"

のをします。フォルダはWindows クリップボードにコピーされます。



R1Soft Continuous Data Protection® 4.0

10

3. は、これらの3つのフォルダをしいコンピューターでの"R1Soft CDP Server Enterprise"

フォルダにペーストします。しいコンピューターがじLAN

にし、アクセスである、ユーザーは"R1Soft CDP Server Enterprise"

フォルダにするな（みりときみ）があるとされます。
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ステップ 5： しいコンピューターでCDP サーバーをする

のはする でわなければなりません。しいコンピューター

Linux インストール

R1Soft Linux CDP Server はのコマンドをしてでできます。

 

"cdpserver started" メッセージがされます。

サービスをするには、  コマンドをして、<Enter> をします。cdp-server status

 

 /etc/init.d/cdp-server start
 

 /etc/init.d/cdp-server status
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Windows インストール

1. の にしたように"Services" ウィンドウにアクセスします。ステップ2

2. "R1Soft CDP Server" サービスをべてから、それをクリックし、したコンテキストメニューで

"Start" コマンドをします。

サービスがされます。

ステップ 6： ライセンスキーの

のはする でわなければなりません。しいコンピューター

CDP Enterprise Edition Server のをできるように、このをにわなければなりません。

ライセンスキーのについてのは、  をしてください。[ライセンスの]
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ステップ 7： Disk Safe のコピー

メモ

のはに でわなければなりません。にいコンピューター しいコンピューター

でします。

このがしたら、Disk Safe

のデータはしいコンピューターのストレージににされるようになります。

Disk Safe のコピーについてのは、  をしてください。[Disk Safe のコピーまたは]

ステップ 8： しいコンピューターでCDP サーバーをする

のはしいコンピューターでわなければなりません。このは、Disk Safe

のコピーがしたでえます。

CDP サーバーのについてのは、  をしてください。[CDP サーバーの]


